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大きくなることが分かる。
　以上のことは上述したGPAの定義からも
自然に導かれるものである。すなわち，GPA
とは，「ある学生の取得単位の状況と成績の
両方を考慮して算出した最大値4.0，最小値
0.0である一次元の数値」と表現することが
できる。
既存のいろいろな方式
　表１で述べた現在用いられている標準的な
GPA方式は一つの考え方であるが，これま
で他にもいろいろな方式のGPAが考えられ
てきており，また世界各国，各大学において
もさまざまな定義が用いられている。そのい
くつかを以下に紹介する。
【例１】RGPA（Relative GPA）方式
　各科目の素点にRE5と呼ばれる相対評価基
準（表３参照）を適用し，次の式⑵に基づい
てRGPを求め，さらにRGPAを算出する。
　　RGP＝（RE5に基づく区間の点数の最大値
　　　　　＋最小値）/40　　　…　式⑵
　この方式では，表３から分かるように，
RGPの値がRE5により固定的に定められる
ため，どのような成績分布や難易度の違いに
も対応できる頑健性を有する相対評価となっ
ている。
【例２】SGPA（Standard score GPA）方式
　この方式は，ある学生の各科目の素点を式
⑶により偏差値（SS：Standard Score）に変換
し，式⑷を用いてその科目 jのSGPjを求め，
それに基づいて式⑸によりその学生のSGPA
を算出するという相対評価法である。
　　SS＝50＋　　　　　　　　…　式⑶
　　　　 （μ：平均点，σ：標準偏差値）
　　SGPj＝　　　　　　　　　…　式⑷
　　SGPA＝　　　　　　　　　　…　式⑸
　式⑶から分かるように，平均点をとると偏
差値が50でこのときのSGPは2.5となり，例
えば偏差値が70で3.5，偏差値が30で1.5とい
う値になる。
【例３】DGPA方式（Disqualified ratio GPA）
　ある学生が履修した科目 jの難易度（Dj）
を「その科目を履修した学生のうちD評価を
受けた人数が全体に占める割合Xj（％）」を用
いて次の式のように定義する。
　　Dj ＝min｛ 0.025Xj, 1.0 ｝　　…　式⑹
このとき，DGPAは次の式で与えられる。
　　DGPA＝
　　　　　　　　　　　　　　…　式⑺
ここで，Kは難易度に応じて重みづけするパ
ラメータ値である。
　この方式は絶対評価であり，その定義から
分かるように，科目の難易度がD評価以外の
成績の人数分布には無関係に定められている
ため，その点では十分な成績評価法とはいえ
ない。
既存のGPAの問題点
　以上のようにGPAには何種類もの定義が
あり，使用される国や大学によってどの定義
を用いるかが異なっているのが現状である。
　以上の定義から，どの方式にも共通したい
くつかの問題点が見えてくる。
⑴ 異なるGPA方式を用いている大学，学
部，学科間で学生のGPA値を比較するこ
とは，その定義が異なるため意味がない。
⑵ 同じGPA方式を用いている大学，学部，
はじめに
大学生の成績評価の方法として多くの大学
で一般的に使用されているのがGPA（Grade 
point Average）である。このGPAは，米国の
大学で19世紀にはじまった制度が起源とさ
れ，現在では日本においても６割以上の大学
で採用されている。ここでは，その考え方に
ついて紹介し，問題点や注意点などにも触れ
るとともに，この解決へ向けた研究の取り組
み事例についても説明していきたいと思う。
GPAとは？
GPAは，この名前の通り各科目のグレー
ドポイント（GPj）に関して，全科目の平均
をとったもので，学生個人ごとに次式で計算
される。
　　GPA＝
U
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n
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/
/
　　…　式⑴
ここで，
n：その学生が履修した科目数，GPj：j番目
の科目のグレードポイント（表１参照），
Uj：j番目の科目の単位数（文科省規定のも
の。90分授業を（予習復習を含めて）週１回×
15回行った場合（半期）は「２単位」，30回行っ
た場合（通年）は「４単位」）である。
　例えば，学生α，βとγの３人の学生の履
修科目と成績が表２のようになっている場合
（平均点は70点で３者とも同一である）を考え
る。この例から何が言えるであろうか。
⑴（３者を比較することにより）学生ごとに
履修科目や科目数が異なっても（この例で
は科目AとBは必修，C～Gは選択必修または
選択科目），また結果としての取得単位数
が異なってもGPAは算出できる
⑵（３者を比較することにより）全科目の平
均点は同じでも履修科目の単位数と成績の
関係により
G PAの 値 は
異なる
⑶ 学生βとγ
を比較する
と，単位の大
きい科目で良
い成績を取る
とGPAの値は
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学生α 学生β 学生γ
科目名 単位 点数 GP 科目名 単位 点数 GP 科目名 単位 点数 GP
A 2 80 3.0 A 2 80 3.0 A 2 60 1.0
B 2 70 2.0 B 2 80 3.0 B 2 60 1.0
C 2 95 4.0 F 1 60 1.0 F 1 80 3.0
D 2 65 1.0 G 1 60 1.0 G 1 80 3.0
E 2 40 0.0 － － － － － － － －
取得数
8
平均
70.0
GPA
2.00
取得数
6
平均
70.0
GPA
2.33
取得数
6
平均
70.0
GPA
1.33
表２　取得単位と成績とGPAの算出例
₂₀
SS
U
SGP U
jj
n
j jj
n
×^ h
/
/
₁₀
v
n得点－^ h' 1
表１　現行のGPA方式におけるLGとGP
素点 評価 レターグレード（LG）
グレードポイント
（GP）
90～100点 秀 S 4.0
80～　89点 優 A 3.0
70～　79点 良 B 2.0
60～　69点 可 C 1.0
0～　59点 不可 D 0.0 
GPA方式 RGPA方式
素点 LG GP RE5 RGP
90～100点 S 4.0 90～100％（上位10％） 4.75
80～　89点 A 3.0 65～　89％（次の25％） 3.85
70～　79点 B 2.0 36～　64％（次の30％） 2.50
60～　69点 C 1.0 11～　35％（次の25％） 1.15
　0～　59点 D 0.0 　0～　10％（下位の10％） 0.25
表３　GPA方式とRGPA方式の対比
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のGPA*を用いるこ
とにより，その学生
が「難易度」の高い
科目を選択すればす
るほどその学生の
GPA*はより大きな
値に変換され，易し
い科目を選択した学
生はその逆となる。
具体的なこのGPA*
の算出手順は次のよ
うになる。
　まずこの科目 jの
試験結果から成績の
分布をまとめる。具
体的には表５の割合
（％）の欄の r1jから
r5jを算出する。これ
らは，この科目 jの
各成績（SからDまで）の分布（＝各GPjの人
数が全体に占める割合）であり，これを用い
てPGPj（Point of Grade Point for subject j）を
表５のように算出する。このPGPjを用い
て，次のように難易度Dj（０≦Dj≦１）を計
算する。
　　Dj＝1.0－　　　　　　　   …　式⑻
　このDjを用いて，GPA*を次のように定め
る。
　　GPA*＝　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　…　式⑼
　ここで，Kは難易度に応じて重みづけする
パラメータ値である。
　実際の例で考えてみると，例えば，r1j＝10
％，r2j＝30％，r3j＝30％，r4j＝20％，r5j＝10
％の場合には，
　　PGPj＝4╳10＋3×30＋2×30＋1×20
　　　　＝210
　　Dj ＝1.0－210/400＝0.475
となる。
　この式⑻の意味は，科目 jに関して学生全
員がS評価を取るときにこの科目 jは最も易
しく難易度は最小値０になり，逆に学生全員
がD評価のときに最も難しく最大値１になる
ように設定したのである。
　この効果については図１と図２をご覧いた
だきたい。
　このGPA*方式では，難しい科目（難易度
Dj≧0.5））でSからCまでの成績を収めた学
生のGPは例えばK1倍に増やし（図１参照），
易しい科目（難易度Dj＜0.5）では例えばK2倍
する。このK1やK2は重みづけパラメータK
と難易度Djにより値が定まるパラメータで
あり，例えばK＝２とすると，図１でDj＝0.6
のときにはK1＝Dj×K＝1.2，図２でDj＝0.4
のときにはK2＝Dj×K＝0.8となる。このパ
ラメータKの値をどのように設定するかは，
例えば，実データに基づいて経験的に定める
方法などが考えられる。
学科間でも，授業を担当する教員が異なる
ため全学生の成績分布や平均値も異なり，
厳密な意味で学生のGPA値を比較するこ
とはできない。
⑶ 同じ学科の中でも学生が履修する科目が
異なり，それらの科目の難易度が異なるは
ずであり，現状ではこれが考慮されていな
い。すなわち科目の難易度を考慮に入れる
と，例えば80％の学生がSを取得した科目
と，10％の学生しかSが取得できなかった
科目での成績のGPは，評価値の重みを変
えてやることも一つの公平な評価といえな
いだろうか。
　以上の問題点⑴については，そもそも方式
が異なるから，学生同士のGPA値を比較す
ることは意味がない。しかしながら，問題点
⑵と⑶についてはGPA値を比較するための
改善の余地が残されていると考えられる。こ
れについて以下で説明する。
科目の難易度を考慮に入れた
GPA方式（GPA*方式）とは？
　ここでもう一度，前節で述べた問題を具体
例で考えて問題点を整理してみる。
　表４の例をご覧いただきたい。学生δとε
は同じ学科の学生で，履修科目は異なるがど
ちらも平均点は78.3点，GPAは2.5であり学
科内の順位は同順位である。しかしながら，
学生δは，δのみが履修している科目GとH
において平均点はそれぞれ65点，60点である
ところでSとAの成績であり，一方，学生ε
は，εのみが履修している科目AとBにおい
て平均点はそれぞれ90点，85点であるところ
でSとAの成績である。
　これらの平均点が大きく異なる科目に対し
てのSとAの成績は同じ価値といえるであろ
うか。これがGPAの成績として妥当である
か否かは一概には言えず，議論の必要なとこ
ろではあるかもしれないものの，学生δの方
が不利な評価を受けているという印象を持た
れた方が多いのではないだろうか。このよう
に科目間の難易度にいつも差が存在する場合
には，もし学生が良い成績（GPA）を取得し
たいと考えるならば平均点の高い，比較的点
数の取りやすい科目を選択する傾向になって
しまうことは否めない。
　これを解決するには２つの方法が考えられ
る。１つは，科目間でなるべく成績の分布や
平均点に差が出ないように，教員間で示し合
わせて標準的な成績分布と平均点を定め，各
科目ともそれに従って成績をつける方法であ
る。しかしながら，科目の分野（内容）は多
岐にわたり，また担当する教員にもさまざま
な考え方があるため，なかなかこれを統一的
に実行するのは難しい。
　もう１つの解決方法は，科目の難易度（成
績分布）を考慮に入れた評価方法（新しい
GPAの考え方）を導入することである。
　この２番目の方法に対する具体案の一例を
以下に述べる。
　次のような拡張版GPA方式（以下ではこれ
を，「GPA*方式」と呼ぶ）を考えてみる。す
なわち，学生の履修した各科目において「科
目難易度」の概念を導入し，これを考慮に入
れた「GPA*」を定義する。GPAの代りにこ
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図２　易しい科目のイメージ（GPA* 方式）
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図１　難しい科目のイメージ（GPA* 方式）
学生δ 学生ε
科目 単位 平均点 点数 LG GP 点数 LG GP
A 2 90 － － － 100 S 4.0
B 2 85 － － － 85 A 3.0
C 2 80 85 A 3.0 85 A 3.0
D 2 70 75 B 2.0 70 B 2.0
E 2 70 75 B 2.0 70 B 2.0
F 2 65 65 C 1.0 60 C 1.0
G 2 65 90 S 4.0 － － －
H 2 60 80 A 3.0 － － －
平均点 － 72.5 78.3 － GPA2.5 78.3 －
GPA
2.5
表４　科目の平均点と成績とGPAの算出例
LG S A B C D
GPj 4.0 3.0 2.0 1.0 0.0
割合（％） r1j r2j r3j r4j r5j
PGPj 4r1j 3r2j 2r3j r4j 0
表５　GPA*方式の算出方法（科目 jについて）
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　いずれにせよ，このGP値の変換により，
科目の難易度の差による学生の不公平性はあ
る程度緩和され，成績の順位を本来あるべき
順位に修正することは可能になると考えられ
る。
科目難易度に加え個人成績も考慮に入れ
たGPA方式（GPA**方式）とは？
　科目の難易度に加えて，さらに学生個人の
成績まで考慮に入れたらどのようなGPAに
なるであろうか。これは，難しい科目でよい
点数を取るほどGPの上げ幅を大きく変換
し，易しい科目で点
数が低いほどGPの
下げ幅を大きく変換
する方式である（以
下この方式をGPA**
方式と呼ぶ）。図３
と図４にそのイメー
ジ図を示す。矢印の
大きさは，科目難易
度Djと重みパラメー
タKと下に凸の関数
Zjで定まる。ここで
Z jは，例えば，表６
のように各評価ごと
にθnの形で与える。
評価結果と
実データによる
シミュレーション
　表４のGPAの結果を，GPA*方式とGPA**
方式で修正した結果を表７に示す。
　もともとのGPAによる成績順位は，この
GPA*方式やGPA**方式を用いて修正した後
の成績順位はどのような相関があるのであろ
うか。これについて実データに近い模擬デー
タを用いて算出した結果を図５と図６に示
す。用いた模擬データは，学生数が240名，
科目数84，学生の最小履修科目は22科目，最
大が29科目で，ある年度の１年分の成績を模
擬したものである（履修放棄は０点とみな
し，難易度の計算には含めている）。
　ここで，Hは学生ごとの科目難易度
比であり，次式で定義する。
　　H＝
F
F
~　　…　式⑼
　Fはその学生が履修した難易度Dj≧
0.5の履修数であり，F
F
~はその学生が履
修した難易度Dj＜0.5の科目数であ
る。図５と６の横軸はこのHの値が大
きい順番（即ち科目難易度が高い科目を
多く履修している学
生の順番）に左から
並べている。
　以上の図から分か
るように，図５，６
の両方において，難
易度の高い科目を履
修している学生ほど
順位が上がり，逆の
学生は順位が下がる
傾向が見てとれる。
その変動の傾向は学
生の成績を考慮して
いるGPA**の方が
より大きい。これら
の結果から，順位に
関しては適切な方向
への修正が行われて
いることが分かる。
おわりに
　本稿では，さまざ
まなGPAによる成績
評価法について説明
し，また科目ごとの
難易度が考慮されて
いない現行のGPA方
式に代わってGPA*
方式とGPA**方式
のような方式が有効
に機能し得る可能性
を示した。
　本来のGPA方式
は「学生が安易な履
修によって過剰な履
修を行ったり，それ
に関連して履修放棄
が多発したりすると
いうことを防止する」ということも目的の一
つであるといえるが，今後この目的達成のた
めに，より高度な評価方法が詳細に検討さ
れ，公平な評価が実施されることを期待する。
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図５　順位変動（GPAとGPA*）と難易度科目比Hとの関係
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図６　順位変動（GPAとGPA**）と難易度科目比Hとの関係
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図３　難しい科目のイメージ（GPA** 方式）
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図４　易しい科目のイメージ（GPA** 方式）
表７　学生δとεの成績（表４）を修正した結果
学生δ 学生ε
科目 平均点 難易度 点数 GP GP* GP** 点数 GP GP* GP**
A 90 0.125 － － － － 100 4.0 2.00 2.00
B 85 0.250 － － － － 85 3.0 1.50 1.36
C 80 0.280 85 3.0 1.68 1.52 85 3.0 1.68 1.52
D 70 0.500 75 2.0 2.00 2.45 70 2.0 2.00 2.45
E 70 0.500 75 2.0 2.00 2.45 70 2.0 2.00 2.45
F 65 0.625 65 1.0 1.25 1.38 60 1.0 1.25 1.38
G 65 0.650 90 4.0 5.20 7.80 － － － －
H 60 0.750 80 3.0 4.50 6.10 － － － －
平均点 72.5 78.3 GPA2.5
GPA*
2.77
GPA**
3.62 78.3
GPA
2.5
GPA*
1.57
GPA**
1.86
Zj：科目 jに関して個人成績を考慮した倍率
表６　GPA** 方式におけるパラメータ
ポイントの値
θ4 1.5
θ3 1.356
θ2 1.225
θ 1.107
K＝2
Dj＝1.0－ΣPGP/400
Zj
科目難易度
難しい
（Dj≧0.5）
易しい
（Dj＜0.5）
個人成績
S θ4 1
A θ3 1/θ
B θ2 1/θ2
C θ 1/θ3
D １ 1/θ4
